
  
 

文化創生課程	 文化資源学コース 
 

教育目標 
人類が生み出してきた豊かな有形・無形の文化（文化財・美術工芸・民俗・宗教・言語・文学・思想
など）について多様な視点から専門知識・技能を学んでいきます。体系的な学習を通じて文化の新た
な価値と活用の可能性に気づきつつ，それらの価値や魅力を人類共通の文化遺産として国内外に伝え
ていく人材，あるいは地域や文化の振興に生かすことのできる人材の育成を目指します。 
 

文字囲み部分＝コア科目，ゴチック＝必修科目 
区

分 
年次 科目の区分及び授業科目名 所要 

単位 

教
養

教

育
科

目 

１年次 
 
～ 
 

４年次 

スタディスキル導入科目	 4単位 
英語	 8単位 
ローカル科目	 2単位 
グローバル科目	 2単位 
社会・文化	 2単位 
自然・科学	 2単位 
人間・生命	 2単位 
キャリア形成の基礎	 2単位 
キャリア形成の発展	 2単位 
学部越境型地域志向科目	 2単位 
多言語Ⅰ・Ⅱ	 8単位（推奨） 
適宜修得科目	 6単位（多言語を選択した場合は不要） 

３４ 

専
門

教

育
科

目 

１年次前期 
学部基本科目	 8単位（歴史学入門，哲学倫理入門，言語学入門，文学入門，社会学
入門，経済学入門，経営学入門，会計学入門，統計学入門，法学入門から 4科目必修
選択） 

９０ 

１年次後期 
学部基本科目	 2 単位（グローバル実践科目）	
文化資源学 	 形態文化論	 形態文化史	 （文化資源学を含む，2科目 4単位） 

２年次前期 
（基礎科目） 

（3科目 6単位） 
民俗と文化	 言語と文化	 文学と文化	 思想と文化 

２年次 
（発展科目） 

（10科目 20単位） 
〈文化財学系〉 〈言語学・文学系〉 〈倫理・思想学系〉 
日本考古学 
西洋考古学 
芸術史 
文化財論 
民俗学 
文化財科学 
 

日本語学 
言語学 
日本古典文学 
日本近現代文学 
言語学演習 
中国文学 A・B 
漢文学 A・B 
書道Ⅰ 

日本倫理思想 
西洋倫理思想 
東アジア思想 

博物館概論	 	 博物館経営論	 	 博物館教育論	 	  

２年次 
（発展科目） 
〈実習・演習〉 

（2科目 4単位）（ⅠとⅡを連続して履修） 
考古学実習Ⅰ・Ⅱ 
美術史実習Ⅰ・Ⅱ 
文化財論実習Ⅰ・Ⅱ 
民俗学実習Ⅰ・Ⅱ  
文化財科学実習Ⅰ・Ⅱ 

日本語学演習Ⅰ・Ⅱ  
日本古典文学演習Ⅰ・Ⅱ 
日本近現代文学演習Ⅰ・Ⅱ 
 

日本倫理思想演習Ⅰ・Ⅱ 
西洋倫理思想演習Ⅰ・Ⅱ 
 

３年次 
（応用科目） 

（2科目 4単位）（Ⅰ・Ⅱの科目については，連続して履修することを推奨） 
〈文化財学系〉	 	  〈言語学・文学系〉 〈倫理・思想学系〉 
考古学フィールドワーク実習Ⅰ・Ⅱ 
美術史資料実習Ⅰ・Ⅱ 
文化財保存活用実習Ⅰ・Ⅱ 
民俗誌実習Ⅰ・Ⅱ 
保存科学実習Ⅰ・Ⅱ 

  
 
 

文化資源活用論	 地域文化振興論	 地域文化振興実習 
３年次 ゼミナール（前期 2 単位・後期 2 単位）	

４年次 ゼミナール（前期 2 単位・後期 2 単位）	
卒業研究（6単位）又は	 特定課題研究（4単位） 

１年次後期

～４年次 
（選択科目） 

文化資源学コース特設講義と他コース開講科目（歴史基礎論 A・歴史基礎論 B・日本
史・中国史・西洋史・人類学・インターンシップ A）（8単位） 

 １年次～ 
４年次 

本学部及び他学部で開設している教養教育科目又は専門教育科目 
20単位（特定課題研究を選択する場合は 22単位） 

合	 	 計 １２４ 


